
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

昭し
ょ
う

和わ

 大
たい

政
せい

翼
よく

賛
さん

会
かい

は、東
とう

条
じょう

英
ひで

機
き

の前
まえ

の近
この

衛
え

文
ふみ

麿
まろ

首
しゅ

相
しょう

のときに結
けっ

成
せい

された組
そ

織
しき

だ。当
とう

時
じ

、国
こっ

家
か

総
そう

動
どう

員
いん

法
ほう

、国
こく

民
みん

徴
ちょう

用
よう

令
れい

などがつくられた。

●金
きん

属
ぞく

回
かい

収
しゅう

武
ぶ

器
き

をつくるために、あらゆる金
きん

属
ぞく

が
少
すこ

しでも回
かい

収
しゅう

された。写
しゃ

真
しん

は、金
きん

属
ぞく

回
かい

収
しゅう

のため、中
ちゅう

央
おう

区
く

の銀
ぎん

座
ざ

通
どお

りの街
がい

路
ろ

灯
とう

を取
と

り外
はず

しているところ。

●みんなで戦
せん

争
そう

に協
きょう

力
りょく

こうげきをさけるための訓
くん

練
れん

が行
おこな

われたり、
町
まち

のあちこちに防
ぼう

空
くう

壕
ごう

がつくられたりした。
男
だん

性
せい

が軍
ぐん

隊
たい

へ集
あつ

められたため、働
はたら

き手
て

がたり
なくなり、女

じょ

性
せい

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

もかり出
だ

された。

●配
はい

給
きゅう

制
せい

度
ど

武
ぶ

器
き

をつくることが最
さい

優
ゆう

先
せん

となったので、もの不
ぶ

足
そく

と
なった。生

せい

活
かつ

必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

や食
しょく

料
りょう

も配
はい

給
きゅう

された分
ぶん

だけしか買
か

えなかった。

●学
がく

童
どう

そかい
都
と

会
かい

はアメリカ軍
ぐん

からの
こうげきを受

う

けるため、
子
こ

どもたちは集
しゅう

団
だん

で地
ち

方
ほう

や農
のう

村
そん

にひなんさせられ
た。写

しゃ

真
しん

はひなん先
さき

に向
む

かう子
こ

どもたち。ひなん
先
さき

では勉
べん

強
きょう

するだけでは
なく、やさいなど食

た

べる
ものをつくった。

戦
せん

争
そう

にそまった日
に

本
ほん

日
に

本
ほん

は近
きん

代
だい

になり、日
にっ

清
しん

戦
せん

争
そう

（1894年
ねん

）、日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

（1904年
ねん

）、
第
だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

（1914年
ねん

）と戦
せん

争
そう

ばかりしていた時
じ

代
だい

が続
つづ

いた。
昭
しょう

和
わ

に入
はい

っても、日
にっ

中
ちゅう

戦
せん

争
そう

（1937年
ねん

）が長
なが

引
び

き、ついに太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

へととつ入
にゅう

してしまった。

＜日
に

本
ほん

がこうげき
  を開

かい

始
し

した＞
日
にっ

中
ちゅう

戦
せん

争
そう

（→p.115）を終
お

えられない日
に

本
ほん

は、イギリス、アメリカとの関
かん

係
けい

が
悪
わる

くなっていた。日
に

本
ほん

への石
せき

油
ゆ

輸
ゆ

出
しゅつ

の
禁
きん

止
し

などの経
けい

済
ざい

制
せい

裁
さい

が行
おこな

われ、それに
反
はん

発
ぱつ

するかたちで1941（昭
しょう

和
わ

16）年
ねん

12
月
がつ

8
よう

日
か

、日
に

本
ほん

軍
ぐん

はイギリス、アメリカ
を相

あい

手
て

に戦
せん

争
そう

をしかけた。陸
りく

軍
ぐん

はイギ
リスの植

しょく

民
みん

地
ち

だったマレー半
はん

島
とう

に上
じょう

陸
りく

し、
海
かい

軍
ぐん

はハワイの真
しん

珠
じゅ

湾
わん

をこうげきした。

戦
せん

争
そう

中
ちゅう

の人
ひと

々
びと

の暮
く

らし
社
しゃ

会
かい

も人
ひと

々
びと

の暮
く

らしも戦
せん

争
そう

中
ちゅう

心
しん

となった。政
せい

治
じ

もこれまであった政
せい

党
とう

が次
つぎ

々
つぎ

と解
かい

散
さん

し、首
しゅ

相
しょう

をトップにした「大
たい

政
せい

翼
よく

賛
さん

会
かい

」というしくみがつくられた。町
ちょう

内
ない

会
かい

の下
した

に隣
となり

近
きん

所
じょ

の10軒
けん

あまりを「隣
となり

組
ぐみ

」という組
そ

織
しき

にまとめ、日
に

本
ほん

国
こく

民
みん

を、
戦
せん

争
そう

へ総
そう

動
どう

員
いん

するしくみに変
か

わっていった。

のりの佃
つくだ

煮
に

の配
はい

給
きゅう

を伝
つた

える通
つう

知
ち

書
しょ

。

ひなん用
よう

につくられた防
ぼう

空
くう

壕
ごう

。

女
じょ

性
せい

もみんなで団
だん

結
けつ

して、戦
せん

争
そう

一
いっ

色
しょく

の生
せい

活
かつ

となった。

隣
となり

組
ぐみ

で消
しょう

火
か

の訓
くん

練
れん

を行
おこな

った。

子
こ

どもたちもみんなでジャガイ
モをつくった（宇

う

佐
さ

美
み

学
がく

園
えん

）。

このころの学
がっ

校
こう

は、国
こく

民
みん

学
がっ

校
こう

と名
な

前
まえ

が変
か

わった。教
きょう

育
いく

も戦
せん

争
そう

中
ちゅう

心
しん

の内
ない

容
よう

へとなった。

佃
つくだ

煮
に

まで
配
はい

給
きゅう

〜。

日
に

本
ほん

軍
ぐん

のこうげきで炎
えん

上
じょう

するアメリカ軍
ぐん

の戦
せん

艦
かん

「アリゾナ」。

1941年
ねん

12月
がつ

８日
か

、陸
りく

軍
ぐん

省
しょう

記
き

者
しゃ

クラブで、戦
せん

争
そう

がは
じまったことが発

はっ

表
ぴょう

された。

日
に

本
ほん

からのこうげ
きを受

う

けたアメリ
カ軍

ぐん

の施
し

設
せつ

。

 この真
しん

珠
じゅ

湾
わん

こうげきに、アメリカは大
おお

きなしょうげきを受
う

け、「リメンバー・パールハーバー」という言
こと

葉
ば

が生
う

まれた。

日
に

本
ほん

は当
とう

初
しょ

、イギリス、アメリカと戦
せん

争
そう

をしないと
いう交

こう

渉
しょう

をしていたが、交
こう

渉
しょう

はゆきづまり、こうげ
きをはじめてしまった。

拡
かく

大
だい

していった戦
せん

争
そう

各
かっ

国
こく

の関
かん

係
けい

が激
はげ

しく変
へん

化
か

していった。ヨーロッパの主
しゅ

要
よう

な国
くに

は他
た

国
こく

を占
せん

領
りょう

して勢
せい

力
りょく

をのばそうとし、利
り

害
がい

関
かん

係
けい

の
ある国

くに

同
どう

士
し

、条
じょう

約
やく

を結
むす

んで力
ちから

関
かん

係
けい

を保
たも

とうとしていた。
ソ連

れん

と共
とも

にポーランドを分
ぶん

割
かつ

して占
せん

領
りょう

することになった
ドイツと、それを阻

そ

止
し

しようとするイギリス・フランスが
対
たい

立
りつ

し、第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

がはじまった。日
に

本
ほん

はドイツ・イ
タリアと同

どう

盟
めい

を結
むす

んだ。ドイツがソ連
れん

と争
あらそ

うと、アメリカ・
イギリスはソ連

れん

を支
し

援
えん

するようになった。そして日
に

本
ほん

は
アメリカと戦

せん

争
そう

することになった。ヨーロッパ、アジア
の別

べつ

々
べつ

の戦
せん

争
そう

が1つになり拡
かく

大
だい

した。

陸
りく

軍
ぐん

大
だい

臣
じん

の東
とう

条
じょう

英
ひで

機
き

（1列
れつ

目
め

中
ちゅう

央
おう

）が1941（昭
しょう

和
わ

16）年
ねん

10月
がつ

に首
しゅ

相
しょう

になったときの
内
ない

閣
かく

。この内
ない

閣
かく

がイギリス、
アメリカと戦

せん

争
そう

することを
決
き

めた。

この戦
せん

争
そう

は
太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

と
よばれるんだ。

助
たす

かったキリン像
ぞう

1911（明
めい

治
じ

44）年
ねん

に日
に

本
ほん

橋
ばし

の改
かい

築
ちく

のときに、日
に

本
ほん

の道
どう

路
ろ

の
出
しゅっ

発
ぱつ

点
てん

という意
い

味
み

をこめて、飛
と

び立
た

つイメージの想
そう

像
ぞう

上
じょう

の動
どう

物
ぶつ

キリン像
ぞう

が、中
ちゅう

央
おう

の柱
はしら

に置
お

かれた。このキリン像
ぞう

も金
きん

属
ぞく

回
かい

収
しゅう

のため取
と

り外
はず

されたが、
処
しょ

理
り

される直
ちょく

前
ぜん

で戦
せん

争
そう

が終
お

わって助
たす

かった。
今
いま

でも健
けん

在
ざい

だ。

よかったね！

●千
せん

人
にん

針
ばり

無
ぶ

事
じ

に帰
かえ

ってくるのをいのって、千
せん

人
にん

の人
ひと

が赤
あか

い糸
いと

で一
ひと

針
はり

ずつぬった布
ぬの

を戦
せん

争
そう

へ行
い

く人
ひと

におまもりとして渡
わた

した。

日
に

本
ほん

は、これは
自
じ

分
ぶん

たちを守
まも

るための
戦
せん

争
そう

だと国
こく

民
みん

に
説
せつ

明
めい

したそうよ。
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